
19 広報ながはま　2011年１月 広報ながはま　2011年１月 18

国民年金、宝くじ助成、市長コラム人権

市長 
コラム⑦ 
市長 
コラム⑦ 「

飛
躍
の
新
年
に
!!
」

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
新
し
い
長
浜
市
が
誕
生
し

て
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
私
は
、
合
併
直
後
の
３
月
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
を
受

け
市
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
、「
湖

北
の
新
し
い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
」
が

開
か
れ
た
と
い
う
熱
い
思
い
で
、

「
責
任
感
」
、
「
使
命
感
」
、
そ
し
て

「
緊
張
感
」
を
持
ち
市
民
の
皆
さ
ん

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
毎
日
、
毎
日

を
全
力
投
球
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

ま
た
、
市
政
運
営
の
姿
勢
と
し
て
、

（
一
）
ク
リ
ー
ン
で
オ
ー
プ
ン
・
開

か
れ
た
市
政
、（
二
）
公
平
で
平
等
、

格
差
の
な
い
市
政
、（
三
）
み
ん
な

で
参
加
す
る
市
民
目
線
の
市
政
の
三

原
則
を
守
り
貫
き
、
引
き
続
き
風
通

し
の
良
い
、
元
気
で
活
力
が
あ
り
風

格
の
あ
る
市
政
の
運
営
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
合
併
の
本
丸
で
あ

る
長
浜
市
の
地
域
経
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
研
究
を
重
ね
、

議
論
し
、
本
格
的
な
「
行
財
政
改
革
」

に
着
手
し
、
未
来
に
ツ
ケ
を
残
さ
な

い
健
全
な
行
財
政
の
確
立
と
、
市
民

と
行
政
の
「
協
同
連
携
」
に
よ
る
市

民
満
足
度
の
高
い
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将

来
に
夢
と
希
望
を
託
す
た
め
の
新
た

な
「
成
長
戦
略
」
を
打
ち
立
て
て
参

り
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜

姫
た
ち
の
戦
国
〜
」
が
全
国
に
放
映

さ
れ
ま
す
。
湖
北
の
戦
国
の
武
将
・

浅
井
長
政
と
お
市
、
浅
井
三
姉
妹
の

生
き
様
が
見
事
に
描
か
れ
、
湖
北
が

舞
台
と
な
り
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
一
年
間
に
渡
り
「
江
・
浅

井
三
姉
妹
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ん
を

市
全
域
に
お
迎
え
し
、
湖
北
の
歴
史

や
文
化
・
伝
統
、
美
し
い
び
わ
湖
や

水
と
緑
の
自
然
、
そ
し
て
美
味
し
い

米
や
野
菜
・
果
物
を
楽
し
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
活
性
化
、
新
長

浜
市
全
体
の
一
体
感
を
醸
成
し
、
全

世
界
へ
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲新年の抱負を述べる

「
し
ょ
う
が
い
」
は
、
事
故
や
病
気

な
ど
に
よ
り
、
誰
の
身
に
も
起
こ
り
う

る
こ
と
で
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
は
、
実
は
誰
に
と
っ
て
も
暮

ら
し
や
す
い
社
会
だ
と
い
う
こ
と
を
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

近
年
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
や
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
を

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
と
は
、
す
で
に
あ
る
妨
げ
（
例

え
ば
、
通
路
の
段
差
な
ど
）
を
取
り
除

こ
う
と
い
う
取
組
み
で
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
は
じ
め
か
ら
す
べ

て
の
人
が
利
用
可
能
な
よ
う
に
、
施
設

や
製
品
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
改
良
し

て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
整
え
ら
れ
た
広

い
歩
道
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
、
自
転
車

が
放
置
さ
れ
て
い
た
り
、
物
が
置
か
れ

て
い
た
り
す
る
と
、
そ
の
効
果
が
果
た

せ
ま
せ
ん
。

施
設
や
設
備
を
整
え
る
と
同
時
に
、

周
り
の
人
た
ち
が
相
手
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

地
域
で
取
り
組
ま
れ
る
人
権
学
習
に

は
、
学
習
の
テ
ー
マ
や
方
法
・
対
象
に

合
わ
せ
て
、「
人
権
学
習
講
師
」
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、『
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の

人
権
』
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
さ
れ
る
講

師
の
一
人
と
し
て
、
盲
導
犬
と
共
に
生

活
を
さ
れ
て
い
る
笹
村
知
孝
さ
ん
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

な
た
の
地
域
で
も
、
人
権
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

バ
リ
ア
を
な
く
そ
う
！

大
切
な
こ
と
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

身
近
な
話
題
で
人
権
学
習

★私が日ごろ大切にしていること
感謝の気持ちを伝えよう。「ありがとう」で始まる人との出会い。
道に迷ったり、建物の入り口や横断歩道がわからなくて困った時、
「何かお手伝いしましょうか？」と親切に声をかけてくださる人が
います。そんな時はとても助かります。親切にしていただいた人
がどんな人なのか、私には声で想像する事しかできませんが、心
からのありがとうを伝えたいと思います。どれほど小さな親切が
嬉しいものか伝えられたら良いですね。
★「人権学習」で伝えたいこと　
目の不自由な人もしょうがいの程度により、「できる事・でき

ない事」が人によって異なります。また、盲導犬で「できる事・
できない事」もあります。自分自身がしょうがいを持つようにな
って、初めてわかった事も多くあります。盲導犬と歩くようにな
って経験できた事などをお伝えすることで、バリアフリーについ
て理解するキッカケになれば幸いです。

盲導犬使用者の自立と社会参
加などをめざして活動されて
いる「びわこハーネスの会」

笹村 知孝さん

～人権学習講師からのメッセージ～

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
声

〜
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
ま
す
（
一
例
）
〜

◆
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
出
か
け
た
い
け
れ
ど
、

誰
か
の
援
助
が
な
い
と
外
出
で
き
ま
せ
ん
。

◆
じ
ろ
じ
ろ
と
見
ら
れ
て
、
い
や
な
思
い
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
こ
と
を
相
談
で
き

る
相
手
が
ほ
し
い
で
す
。

◆
働
き
た
い
け
れ
ど
、
な
か

な
か
就
職
口
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。

日本年金機構では、国民年金や厚生年金などの老齢年金を受けてお
られる人を対象として、１月下旬に「源泉徴収票」を送付します。
この「源泉徴収票」は確定申告の際に必要となりますので、大切に

保管してください。
紛失された場合は再発行できますので、彦根年金事務所までお申出

ください。
なお、障害年金や遺族年金は課税対象ではありませんので、「源泉

徴収票」は送付されません。

■問 ○源泉徴収票に関すること
彦根年金事務所　お客様相談室（7０７４９－２３－１１１６）

○確定申告に関すること　長浜税務署（7６２－６１４４）

今年20歳を迎えられる皆さん、ご成人おめでとうございます。
日本国内に住所のある20歳から60歳までのすべての人は、国民年

金に加入することが法律で義務付けられていて学生の人も加入しなけ
ればなりません。
20歳を迎えられるこの機会にしっかりと人生計画を立て、自分自

身の将来のため、国民年金に加入し、保険料を納めてください。

■問彦根年金事務所国民年金課（7０７４９－２３－１１１４）

20歳がスタート！「国民年金」

「人権・愛・平和」への想いを名曲にのせて
11月23日（火・祝）、ヴァイオリニストの金関 環（かなせき たまき）さんと、ピ

アニストの硲 千保（はざま ちほ）さんを講師にお迎えし、“は～とふるフェスタ”
を開催しました。
今回は、コンサート＆トーク形式で、名曲にまつわるエピソードや講師の体験談か

ら、人権・愛・平和への想いをヴァイオリンの美しい調べにのせてお届けしました。
すばらしい音色とお話は、ご参加いただいた皆さんの心に届いたようです。

「人権尊重啓発作品表彰式」を開催しました
は～とふるフェスタの開催にあわせて、市内小中学生から応募いただい

た「人権尊重啓発作品」の表彰式を開催しました。
詩・標語・ポスターの３部門（小学生・中学生別）で最優秀を受賞され

た６人の児童・生徒の皆さんに表彰状をお贈りしました。

～アンケートの意見から～
★生きた音楽を聴くことは、心がなごみ、心に余裕ができます。充実した時間を過ご
せました。（50歳代 男性）

★ステキな演奏が心に残りました。また合間の解説で、音楽の歴史や曲のいわれ、民
族にまつわるエピソードなどをお話しされたことが有意義でした。（60歳代 女性）

★とてもさわやかな気分になり、何もかも、浮世の憂さを忘れさせてもらいました。
どうぞ世の中の皆様が差別のない生活ができますよう、祈らずにはいられません。
（70歳代 女性）

■問人権施策推進課（7６５－６５６０・FAX６４－０３９６）

宝くじ助成金で
女性消防隊の活動
備品を購入

湖北地域消防組合・湖北地域消防本部
では、X日本消防協会が行う「女性消防
隊による安全で災害に強い地域づくり推
進事業」の助成を受けて、下記の軽可搬
消防ポンプ等を購入しました。
この事業は、同協会がX自治総合セン

ターの助成金を財源として、女性消防隊
や婦人防火クラブの育成強化を図るため
に助成を行い、安全で災害に強い地域づ
くりを推進するととも
に、宝くじの普及宣伝
を目的として行われて
いるものです。


